
令和元年度第２回田原本町まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会 議事要旨 

 

 

開催日時 令和 2年 2月 27日 10時～ 

 

場 所  田原本町役場 3階 301・302会議室 

 

出席者  田原本町議会総務文教委員会委員長 寺田元昭 

奈良県立大学地域創造学部教授 小松原尚 

田原本町農業委員会会長 安田喜代一 

田原本町商工会会長 山田至完 

田原本町地域婦人団体連絡協議会会長 山岡佐規子 

株式会社ヨシケイ・ナラ 山岡洋之 

奈良中央信用金庫専務理事 谷野守弘 

奈良県産業振興総合センター所長 前野孝久 

社会福祉法人田原本町社会福祉協議会事務局長 鍬田芳嗣 

 

事務局  教育長 町長公室長  総務部長 住民福祉部長 産業建設部長 

上下水道部長  教育部長 町長公室参事 産業建設部参事 

総合政策課長 総合政策課長補佐 総合政策課政策企画係長  

 

 

１．開会 

（事務局） 

令和元年度田原本町まち・ひと・しごと創生総合戦略委員会の開催。 

 

２．委員紹介 

（事務局） 

出席委員は９名で、田原本町まち・ひと・しごと創生総合戦略委員会規則第５条第２項の

規定により定足数に達しており、会議の成立。 

（森町長） 

新型コロナウイルスについて、町では 2 回の対策会議を開き年度末までの不特定多数の

集まる行事に関しては延期中止とし、手洗いうがいの徹底の周知をさせて頂いている。町と

致しましても出来るだけ感染拡大防止に向けて進めてまいりたい。 

総合戦略は、2 年間の延長に向けて、今マイナーチェンジをするべく、この会議に臨ませ

て頂いている。人口減少について子供の状況は全国的にも出生数が 90 万人を切り、86 万人



ということで、取り巻く環境は変わってきている。一方、インバウンドの需要もあり、総合

戦略を組み立てることで、町の課題や伸びしろなども分かっていくと考えております。各数

値の訂正や、町の施策で変更のあった点についても委員会でお示しし、今後 2 年間もその

方向性を持って進めていくための指針としていきたい。この総合戦略が町の総合計画後期

計画への礎となる戦略であります。皆様忌憚のないご意見を頂きながら意見を反映させて

いただきたいと思っておりますのでよろしくお願いします。 

 

３．議事 

（委員長） 

前回、昨年の１０月の開催につづき、今年度２回目の委員会となります。よろしくお

願いしたします。田原本町まち・ひと・しごと創生総合戦略ですが、前回の委員会では

田原本町まち・ひと・しごと創生総合戦略を２年間延長する方向で承認いたしました。

今回はその延長版の計画を審議していきたいと思います。田原本町の特色を踏まえて、

地方創生を進めるため、皆様には忌憚のないご意見をいただければと思いますのでどう

ぞよろしくお願いします。 

総合戦略の延長案について事務局から提出がありましたので、事務局から説明をお願

いします。 

（事務局） 

資料４、総合戦略の改訂案について。計画期間を 2年間延長し、令和 3年度までの計

画としました。 

それに伴い、各重要評価指標（KPI）の数値目標を令和 3 年度のものに修正していま

す。赤字の部分が修正部分です。既に実施していない取組については削除を、新たに取

り組んでいるものには追加・修正を行っています。 

各事業の取組内容及び業績評価指標・目標値の修正・削除につきましては、現状及び

今後の動向に応じて行ったものです。どうぞよろしくお願いします。 

 

（山岡洋之委員） 

まず、17ページですが、新しい事業として、小学生の見守り体制を強化することが書

かれています。弊社では高齢者の見守り活動について田原本町でしております。生駒市

では高齢者の見守り、小学生や家庭内暴力の見守りについてもしています。当事業は一

般企業へも依頼等されるのか、それとも庁内のみで実施されるのか。 

（総務部長） 

こちらは小学生が安心して通学等が行えるように、見守り体制を強化するというもの

であり、令和 2年度のモデル事業として田原本小学校の新 1年生を対象に、ビーコンに

より通学時にどこにいるか分かるようなシステムを導入するもので町の事業でありま

す。 



（前野委員） 

6 ページ、誘致企業で令和 3 年度の目標値が 15 件となっている。県では工業ゾーン

として川西町や広陵町、御所市でも企業誘致が進んでおります。田原本町では、京奈和

自動車道を活用することでの 15件ということかと思います。 

一方、従業員数については、目標値として基準値より下がっています。企業が増える

ことで従業員数も増えるということが普通であるが、この値はどのように考えているの

か。 

（産業建設部参事） 

誘致企業数については立地の奨励金の対象となる企業数が 15 件で、実際には奈良県

と連携しており補助金対象企業数より多い立地が認められると考えております。町内事

業者の従業員数との関係ですがこの実績値の 11,167 人は経済センサスの数字であり、

実績として今の目標値から 700人ほど下がってきています。企業誘致を進めることによ

って、少しでも上向きにすることが目標となっています。 

町としては企業誘致を積極的に図りながら従業員数についても上昇に持って行きた

いところです。 

（谷野委員） 

資料３の一番上の数字の平成 30 年度の町内事業所従業員数の実績値 11,167 人とい

うのはいつの時点の数値でしょうか。 

（産業建設部参事） 

平成 30 年度の 11,167 人となっているところですが括弧書きのとおり平成 28 年度の

数値で、経済センサスの数値でございます。また、直近の数値については経済センサス

の実施タイミングの関係で分かりません。  

（前野委員） 

田原本町として歴史資源を活用したブランドづくりとして楼閣くんのキャラクター、

田原本町の公式キャラクターとしてタワラモトン、二つのキャラクターがある中で、産

業や生産品のブランド化については楼閣くんを使って、田原本町の情報発信については

タワラモトンを使うということで、両方を使って生かしていこうと考えているというこ

とでしょうか。 

（村上参事） 

唐古鍵遺跡のキャラクターとして楼閣くんがあり、唐古・鍵遺跡の PRの際に活用し

ていこうと考えています。また、平成 30 年にタワラモトンが町の公式キャラクターと

して誕生しましたので、田原本全体の PR は、こちらのタワラモトンのキャラクターを

使って行こうと思っています。 

（前野委員） 

企業が使う際は無料でしょうか。 

（村上参事） 



申請いただく形をとっており、無料で使っていただけます。 

（前野委員） 

県の場合、せんとくんは元々有料だったが、無料になっている。商品のパッケージな

どでの利活用が広まっており、せんとくんといえば、東京でも奈良だということで知っ

てもらえています。 

県では非常に効果が上がっていますし、田原本町でもパッケージで使うとか、包み紙

とか喜んでもらえるというところがあると思います。一般市場、首都圏、できれば海外

等へ発信していくような手を考えて、まず知ってもらって商品に貼ってもらうなどして

いくことが大事かと思っています。 

（山岡洋之委員） 

弊社が一番よく連絡をいただくのが、ふるさと納税のところです。商品を増やしてい

ただきたいと会議をさせて頂いたのですが、ふるさと納税の指標がこの中に入っていな

いのは寂しく思います。今４つのＥＣサイトでされていますよね。 

（産業建設部参事） 

サイトについては、3 事業者、4 つのＥＣサイトです。現時点では指標としてありま

せんが、重要な施策として考えていますので、業者さんと協力をいただきながら寄附額

を上げていきたいと考えています。主な事業の中では 9ページに記載していますが、指

標の方であげられるかについて検討させていただきたいと思います。 

（委員長） 

交流人口の増加を増やすよう町長からお話がありましたが、基本目標の観光入込客数

が変更前後で同じ数値となっていますが、今後の展望を含めてどのようにお考えになっ

ているか。 

（産業建設部参事） 

観光入込客数の内訳としましては、道の駅レスティ唐古・鍵のレジ通過者数、何点か

の観光ポイントでの集計を合わせたものとなっています。カウント方法はいろんな考え

方があると思いますが、道の駅レスティ唐古・鍵では、レジ通過者数に関しては現在 27

万人程度になっており、実際来ていただいている方については、その数倍はあると思っ

ています。 

町に来られている交流人口につきましては実際もっと多くの方に来ていただいてい

ると考えています。指標の中で挙げるとすればこのような形になり、実績として 27 万

人程度で、それを上げていくということで 422,000人という指標として変わらずあげて

います。 

（委員長） 

観光入込客数における計測法については前世紀末頃からカウント方法や根拠につい

て厳密さが求められてきているところですので、ケースにおける重要な問題をきちんと

考えられたものだったと思います。 



それでは本日の議題は全て終了となりました。 

（事務局） 

本日ご審議いただきました結果を踏まえまして、新たな 2年間延長した総合戦略を作

成させて頂きます。後日議事録等と共に改訂版を送付させていただきます。また内容に

つきましてはホームページなどで公表して参りますのでよろしくお願いします。 

（委員長） 

それではこれですべて終了いたしました。ありがとうございました進行を事務局にお

返しします。 

（事務局） 

小松原委員長、議事進行ありがとうございました。それでは、これをもちまして令和

元年度第２回田原本町まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会を終了いたします。 

みなさま、公私ご多忙のなか、大変貴重な時間をいただきましてありがとうございまし

た。 

４．閉会 


